
申請書等の性別欄の削除に関する実施要領

【目  的】

性自認や性的指向などの理由から、悩みや困難を抱える性的マイノリティの人権に配慮

し、当事者が抱える課題解決を図ることを目的とする。

【実施時期及び実施調査】

 令和２年４月より、各課（室）において実施後、人権行政推進本部において実施調査及

び取りまとめを行う。

【対象文書】

平成３０年に実施した「申請書等の見直しに向けた調査」において、削除可と回答のあ

った「市民が市に提出する申請書等」及び「市が市民に交付する証明書等」（約８０件）

※藤井寺市暴力団排除条例に規定される文書における性別欄の削除については、今後、

検討を進めていく予定です。

【実施スケジュール】

 令和２年２月  実施起案

４月  庁議にて実施依頼

         対象課に依頼通知

 令和３年３月  実施調査

資料４



性的マイノリティに関する職員の意識について 

■令和 2年度男女共同参画についての職場アンケート結果より 

（問）ＬＧＢＴ、SOGI、性的指向、性自認という言葉や意味を知っていますか。（○は一つ） 

（問）あなたは性的マイノリティについて、適切に対応ができると思いますか。（○は一つ） 

※アンケート概要 
①調査期間：令和２年６ １５ （ ） ６ ３０ （ ）
②対  象：全職員（会計年度任用職員含む） 
③回答方法：庁内パソコン端末での回答及びアンケート用紙を配布 
④回答者：６０８人（男性２０１人／女性３９８人／その他９人） 
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